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               弥生時代の竪穴建物（白線内） 南東から撮影 

空畑遺跡は縄文時代前期の遺跡としてこれまで調査を進めてきましたが、今回初めて他

の時代の遺構を確認しました。 

確認できたのは弥生時代の竪穴建物（3.5ｍ×4.0ｍの方形）です。。 

この地域では、縄文時代前期の竪穴建物は円形です。ところが該当の建物跡を精査すれ

ばするほど四角形になっていきました。戸惑いながらも、さらに掘削をすすめていくと、

縄文時代の土器にはない特徴をもつ土器片が複数出土し、弥生時代の遺構であることが分

かりました。 

 

弥生時代の広口壺の口縁部の破片です。

形状や文様などから弥生時代中期頃のも

のとみられます。 

 このほか、この壺の体部片とみられる

小片も数点出土しています。 

 

 

出土した弥生土器（破片） 
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